
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ は じ め に 
 
輸入飼料の価格上昇が続き、畜産農家はコスト削減など厳

しい経営を迫られているが、その対策として、自給飼料の有

効活用が重要なポイントのひとつとされている。 
また、飼養形態においては、今まで個々の農家で牛を飼養

して来たものを集団管理することで空いた牛舎で増頭し、所

得を増加することを目的としたキャトルセンターが、本県で

も普及稼動し始めている。ここでは育成牛を群飼いすること

となるが、発育の斉一性を保つことが飼養管理のポイントの

一つとなる。飼料を給与する際、混合飼料つまり TMR を利

用することは、選び食いを最小限に抑え、飼料中の適正な栄

養分を確保できるとともに、群飼による飼料競合もないこと

から、多頭飼育に適した技術と考えられる。黒毛和種去勢育

成牛への TMR 給与については、グラスサイレージを利用し

た場合に、粗濃比を 40：60 とすることによって、日増体量

（DG）1.0kg以上を確保できることが報告 1）されている。 
そこで、本研究では発育を損なわずに粗飼料割合を高める

ため、グラスサイレージにトウモロコシサイレージを併給し

たTMR給与メニューを検討した。 
 

２ 試 験 方 法 
 
（1）供試牛  

約６ヶ月齢の黒毛和種去勢育成牛15頭を16週間供試し

た。  
（2）試験区の設定 

試験区は次のA区、B区、C区の3区を設け、各区5頭

づつ群飼とした。用いた飼料及び各区の飼料混合後の成分

は表１に示した。各区は飽食として1 日 2 回給餌し、朝夕

の残量を測定して摂取量とした。 
 

A区（対照区）：乾物中粗濃比40：60とし、粗飼料として

グラスサイレージを用い、市販配合飼料と

混合給与した。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

B区：乾物中粗濃比40：60と粗飼料割合をA区と同様と 
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した。粗飼料はグラスサイレージとトウモロコシサイレ

ージを TDN 比で 1：1 の割合とし、市販配合飼料と混

合給与した。 
 
C 区：乾物中粗濃比 50：50 とし、粗飼料割合をA 区・B 区

よりさらに高めた。粗飼料はグラスサイレージとトウモ

ロコシサイレージをTDN比で1：1の割合とし、市販配

合飼料と混合給与した。 
 

（3）調査項目 
体重・体高・胸囲（2週間毎）、飼料摂取量（毎日） 

 
３ 試験結果及び考察 
 
(1)発育 
 体重の推移（図１）は、B区は対照区としたA区と試験開

始体重がほぼ同じであったが、B 区の方が試験期間を通して

より体重の伸びが良かった。また、C区はA区より試験開始

体重が高かったが、体重の伸びは A 区と同等以上であった。

また、体高・胸囲の推移（図 2、図 3）も A 区より B 区・C
区が常に高く推移した。 
 試験期間内DG（表 2）はB 区、C 区、D 区の順に高かっ

た。B区、C区では期間内DG1.0以上を確保した。 
 
（2）飼料摂取状況 
 試験開始後の各期間の1日1頭当たりの摂取DM量、摂取

TDN 量はA 区に対し、常にB 区・C 区が同等以上に推移し

た。また、試験期間内総摂取DM量、総摂取TDN量はA区

と比較してB区、C区が高かった。摂取粗タンパク（CP）量

はトウモロコシサイレージの混合割合の多いC区が低く推移

したが、必要量は常に満たしていた。 
 
 トウモロコシサイレージを併給することにより、嗜好性が

良くなり、対照区であるA区に比べ、B区、C区の採食量が

増え、その結果、B 区、C 区では良好な発育が得られたもの

と思われる。 
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グラスサイレージとトウモロコシサイレージを併給するこ

とで、粗飼料割合を50％まで高めてもDG1.0kg以上を確保で

きること、また、グラスサイレージとトウモロコシサイレー

ジの併用により、摂取量が増え、良好な発育が得られること

が明らかとなった。 

 
 

表１ 試験区の概要 
各区5頭

中養分濃度（％ＤＭ）粗濃比

（乾物） 粗飼料
DM

（％） ＴＤＮ ＣＰ

Ａ区 ４０：６０ ＧＳ 72 67.0 14.5
Ｂ区 ４０：６０ ＧＳ：ＣＳ＝１：１（ＴＤＮ比） 65 70.0 14.2
Ｃ区 ５０：５０ ＧＳ：ＣＳ＝１：１（ＴＤＮ比） 61 68.3 13.2

給与飼料成分（平均）は以下の通り（TDN・CPについては％DM）
　　GS：グラスサイレージ（DM　56.6％　TDN　51.7　CP 　8.9)
　　CS：トウモロコシサイレージ（DM　37.4%　TDN　69.3　CP　7.1）
　　配合飼料（DM　88.0％　TDN　77.3　CP 18.2）

ＴＭＲ

 
 

 
 
 
 
 
 
  
 
 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
  

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表３ 飼料摂取状況 
(kg/頭/日)

試験開始後経過週 0～4 4～8 8～12 12～16
総採食量
(kg/頭)

A区 摂取DM量 4.5 5.6 6.1 6.9 646.8
(ｎ＝5） 摂取ＴＤＮ 3.0 3.8 4.1 4.6 433.4

0.7 0.8 0.9 1.0 93.8

B区 摂取DM量 4.9 6.0 6.9 7.8 715.4
(ｎ＝5） 摂取ＴＤＮ量 3.4 4.2 4.8 5.4 500.8

摂取CP量 0.7 0.9 1.0 1.1 101.6
C区 摂取DM量 5.1 5.9 6.3 6.9 677.9
(ｎ＝5） 摂取ＴＤＮ量 3.5 4.0 4.3 4.7 463.0

摂取CP量 0.7 0.8 0.8 0.9 89.5

量
摂取CP量

図１ 体重の推移 
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図２ 体高の推移 

図３ 胸囲の推移 
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表２ 発育 

月齢 体重（kg） 月齢 体重（kg） 　期間ＤＧ（kg）
Ａ区 5.85±0.39 148±9 9.53±0.39 254±32 106±28 0.95±0.25
Ｂ区 5.85±0.13 153±18 9.53±0.13 271±28 118±15 1.06±0.14

±0.17 165±21 9.54±0.17 280±31 115±11 1.03±0.10

　試験区
期間内

増体量（kg）
開始時 16週後

Ｃ区 5.86


